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東京都立大塚ろう学校・学校通信 令和５年度 １２月号 

       大塚だより 
     

令和５年１１月３０日 

   校長 荒川 早月 

            文化祭          校長 荒川 早月 

 令和 5 年も残すところあと 1 か月です。「今年は秋がなかったね。」急激に気温が下がった 11 月のあ

る朝、小学部の子供が登校するなり言いました。11 月初旬までは半そでで丁度良いくらいの日差しと気

温だったのですが、一気に風が冷たくなり気温も下がってきました。四季の移り変わりの美しさが日本

の特長でしたが、今後はどうなっていくのでしょうか。 

 この時期、各キャンパスでは文化祭に向けての取組に力を入れています。永福分教室は 10 月 27、28

日に、幼稚部「ねずみのすもう」、小学部「オズの魔法使い」の劇を発表しました。本校は 11 月 18、19

日に、幼 1、幼 2「くれよんのくろくん」、幼３「さるかにがっせん」、小１、小 2「のうふとからすのい

ろいろⅠねん」、小５、小６「君の未来は」の劇を演じ、小３は「大塚レトロ通り」、小４は「大塚ツア

ーズへようこそ」をそれぞれテーマにワークショップを開催しました。11 月 23 日は城東分教室で行わ

れ、幼稚部は「ぽんたのじどうはんばいき」、小低部は「どろぼうがっこう」、小高部は「魔法をすてた

マジョリン」を演じました。劇やワークショップの他に、小学部では図工、家庭科作品の展示や太鼓、

合奏などの音楽発表もありました。城南分教室は 12 月 9 日に劇発表会を行います。「ブレーメンのおん

がくたい」を演ずるとのことで、ちょうど今練習に熱が入っている頃かと思います。文化祭などの発表

会は、子供たちを大きく成長させる大切な機会となっています。準備や練習を進める過程では、うまく

いかずにいらいらしたり、友達との関係で悩んだりなど、ちょっとした心の葛藤をだれもが経験します。

それでも、日々コツコツと目標をもって取り組んでいくことで、それらの壁を乗り越えていきます。そ

して、皆から良い評価を得ることで達成感を感じ、成長した自分に自信をもつことができるなど、多く

のことを学びます。どのキャンパスの子供たちも、真剣なまなざしと素敵な笑顔で、観る者の心に感動

を与えてくれます。準備や練習等で御家庭の協力を多々いただきましたこと、誠にありがとうございま

した。 

       第 25 回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 
 令和 7 年 11 月 15 日から 26 日までの 12 日間、世界から 70 以上の国や地域のアスリート約 3,000 人が 

集まり、100 周年を迎える大変歴史に残る大会がここ東京で開催されます。今、準備が着々と進んでい

ます。大会エンブレムは筑波技術大学の学生の作品が選ばれました。デザインは、都内の中高生（ろう

学校を含む）の参加によるグループワークを実施し選ばれました。作者は、人々のつながりを意味する

「輪」をテーマにデザインしたそうです。大会ビジョンの中には、「あらゆる人が協働した大会運営、子

供たちの参画など多様な視点を大切にした大会運営を目指す」ということが謳われています。現在、東

京都教育委員会でも「デフリンピックを契機とした聴覚障害理解」の映像教材を作成しているのですが、

映像構成・内容を検討する委員会には、ろう学校の生徒たちも参加しています。大塚本校でも先日取材

が入りました。11 月 15 日で開催まであと 2 年となったタイミングで、期間限定「みるカフェ」がオー

プンしたり、応援アンバサダーとして長濱ねるさん、川俣郁美さん、KIKI さんの 3 人が就任したりなど、

デフリンピック機運が高まってきています。 

大塚ろう学校でも、デフリンピアンを招聘した講演会や競技体験などを行っています。水泳、バドミ

ントン、卓球、バレーボール、自転車、陸上競技、ラグビーなど、すでに終わったものもありますが、

これからもまだまだ続きます。デフリンピアンと直接交流し、将来は自分も出場したい、このスポーツ

をやってみようかな等、子供たちの心にキラキラ輝く素敵な炎が灯る良い機会としたいと考えていま

す。保護者の皆様もお時間がありましたら、ぜひ様子を御覧ください。 
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大塚本校 乳幼児教育相談 ～秋の遠足～ 
今年は、秋の飛鳥山公園を楽しんできました（１・２歳児が参加しました。）。 

まずは、お城のすべり台前に集合。集合前から早く到着した親子は、遊具でひとしきり遊んでいま

した。あいさつを終えると、どんぐり拾い。お手製のペットボトルを活用したどんぐり入れにどんど

んどんぐりを拾っては入れていました。 

次に、園内さんぽでしたが、遊具で遊びたいお子さんもいて、希望を尊重して、二手に分かれ活動

しました。その後、さんぽ組も遊具組に合流して、たくさん遊ぶことができました。 

気持ち良い秋空の下、１０月最後の日の暑い一日でしたが、みんなとても活発に遊ぶことができて

いたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

城東分教室 ～文化祭～11 月 21 日（火）・23 日（木） 
11 月 21 日（火）に校内発表日、23 日（木）に一般公開日がありました。 

 幼稚部の劇は「ぽんたのじどうはんばいき」。様々な動物たちが登場し、「王様のかんむりがほし

い」「おしゃれな首かざりがほしい」などとおねだりします。最後に登場してきたたぬきのぽんこは

「友達がほしい」とおねだりしてきます。そこへたくさんの動物たちが集まってくる場面に心が温か

くなりました。 

 小低部の劇は「どろぼう学校」。どろぼうたちが様々なものを盗んできたと先生たちに報告にきま

すが、どれも残念ながら落第。最後、大きな屋敷に入り込んだどろぼうたちのパントマイムを交えた

演技、最後の大きなズッコケにお客さんも大笑いでした。 

 小高部の劇は「魔法をすてたマジョリン」。魔の山に生きる魔女たちの不気味な雰囲気、村人たち

の温かい雰囲気、そしてマジョリンが人間たちに出会うことによって、気持ちが変わっていく姿を舞

台で表現しました。大道具制作、背景制作、大道具の移動、手話歌や演奏をすべて小高部の子供達 10

人で協力してこなすという大きなチャレンジでしたが、最後は大成功。子供達の達成感あふれる表情

がとても印象的でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びのひとこま －各キャンパスの活動から－ 

どんぐり 
たくさんひろったよ！ 

 

おしろのてっぺんまで 
のぼるぞ！ 

 

さくらのきのえだに 
    すわってます！ 

 

いただきまーす！ 

  おなかすいた！ 

幼稚部 

「ぽんたのじどうはんばいき」 
小低部 

「どろぼうがっこう」 

小高部 

「魔法をすてたマジョリン」 
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城南分教室 ～秋の遠足 上野動物園 ～  
城南分教室では秋の遠足で上野動物園へ行きました。りす組は自分よりも大きな動物たちに圧倒

されていて、目を輝かせていました。中でも大きなトラが目の前をゆっくりと歩く姿に目が釘付けに

なりました。事後指導ではトラのお面やしっぽを作りました。「ガオー！」と吠えたり、大きなお肉

を食べたりして、動物園で見たかっこいいトラになりきって楽しく遊びました。 

ぱんだ組とらいおん組は、モルモットとふれあい体験を行いました。膝にのせたモルモットを優し

くなでることや口の前には手を出さないことなどの飼育員さんとの約束を守って楽しくふれあうこ

とができました。ゾウが寝ているのを見つけると、「ゾウさんおきてー！」と大きな声で呼び掛けま

した。鶴の鳴き声を聞いて鳴き真似をすると、子供たちの声に鶴は鳴き声で応えてくれて、子供たち

は大喜びでした。目の前の動物たちに興味をもち、観察したり自分から関わろうしたりする姿がたく

さん見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

永福分教室 ～幼稚部、乳幼児教育相談  遠足～ 
幼稚部は、多摩動物園に遠足に行ってきました。遠足に行く前には遠足ごっこをしたり、動物の絵

本を読んで動物の特徴を調べたり、自分の足型と動物の足跡の大きさや形を見比べたりしました。

「ライオンの足の形が見たいな。」「キリンの舌は本当に長いのかな？餌を食べているところが見た

いな。」「モルモットを見るのが楽しみ！」などと、それぞれに期待感をもって当日を迎えました。 
当日は、起伏の激しい園内も荷物を背負って元気に歩き、たくさんの動物を見ることができまし

た。目の前の動物達の様子を興味深く観察し、親子や友達同士で会話が弾んでいました。みんなが一

番楽しみにしていたライオンバスでは目の前に迫りくるライオンに驚きつつも大喜びの子供たちで

した。 
ひよこ組（乳幼児教育相談）は、井の頭自然文化園に遠足に行きました。2歳児 3組の親子が参加

し、小春日和の中、動物を見たり乗り物に乗ったりして楽しみました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

チーターが近くにきたよ！ 2 歳児 秋の遠足 ゾウの耳、大きいね 

つるさん こんにちは！ モルモットかわいいね おおきなトラさん かっこいい！ 
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＊SSW:スクールソーシャルワーカー 

日 曜日 本校 城東分教室 城南分教室 永福分教室 

１ 金 安全指導日・安全点検日 
安全指導日・安全点検日 

児童朝会  
安全指導日・安全点検日 

安全指導日・安全点検日 

児童朝会 ひよこ手話勉強会 

２ 土     

３ 日     

４ 月 小学部朝会 保育園交流（幼） 
抜き打ち避難訓練(～12/8) 

発達検査 
 

５ 火 下校指導（幼）    

６ 水  委員会(小 3～6） 振替休業日 委員会（小高） 

７ 木 避難訓練（地震） リオン 保育園交流予備日(幼)  ＳＳＷ、理研 

８ 金   13：30 下校 社会見学（小重複） 

９ 土 乳相２歳児グループ  劇発表会 11：40 下校  

10 日     

11 月   
身体計測 

聴力測定 
避難訓練 

12 火 

ブルーム、リオン 

デフリンピック教室（卓球） 

授業参観日(1 年) 

学年保護者会・授業参観日(3 年) 

国際手話講座(小３・４・３－３)  発達検査（幼） 

13 水 
猪狩先生と遊ぼう(幼） 

学年保護者会・授業参観日(2 年) 
 誕生会 

健康相談 

クラブ（小高） 

14 木 
学年保護者会(1 年)  

学年保護者会・授業参観日(5 年) 
ブルーム 避難訓練 
城東特支との交流(小高)  ブルーム 

15 金 
藤原先生と遊ぼう(幼) 

クラブ(小高) 

学年保護者会・授業参観日(6 年) 

誕生会(幼) 

国際手話講座(小 1・2，5・6) 
授業参観日 

保護者手話勉強会 

笑顔と学びの体験プロジェクト 

16 土     

17 日     

18 月 学年保護者会・授業参観日(4 年)  図書館お話会  

19 火 
理研  冬のお楽しみ会(乳相） 

学年保護者会・授業参観日(4 組) 

セーフティ教室(小高) 
  リオン 

20 水  
お話会 クラブ(小高)  

学年保護者会 
手話学習会  

21 木 SSW 理研 四大小との交流(小３)   

22 金 冬のお楽しみ会(幼) 
保育参観日(幼) 

ALT(小 3・4・5・6・3 組) 

お楽しみ会(幼) 
冬のお楽しみ会 冬のお楽しみ会（幼） 

23 土     

24 日     

25 月 
おわりの会 

11:40 下校(幼) 13:40 下校(小) 

おわりの会 

11:40 下校(幼) 13:40 下校(小) 
おわりの会 11：40 下校 

おわりの会 

11:40 下校(幼) 13:40 下校(小) 

26 火 冬季休業開始 冬季休業開始 冬季休業開始 冬季休業開始 

27 水     

28 木     

29 金     

30 土     

31 日     

１２月の行事予定 

学校評価アンケートのお願い 
都立学校では「学校運営連絡協議会」を定期的に開催しています。地域の方や有識者、保護者の  

代表や同窓会の方などから、大塚ろう学校をより良くするためにはどうしたらよいか、御意見を伺っ

ており、今年度も、この「学校運営連絡協議会」が主体となり、学校評価を実施いたします。 

 昨年度に続き、Web にて御回答いただく方法になります。１２月４日（月）に保護者の皆様へ、 

QRコードを記載したお知らせの文書を配布いたします。 

 御多忙な中、大変恐縮ですが、大塚ろう学校の学校改善に向けて、アンケートへの御協力をお願い

いたします。 


